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交替勤務が職業性ストレスおよび生活習慣に与える影響についての検証

足立 勝宣1）2），井奈波良一3）

1）修文大学看護学部精神看護学分野
2）岐阜大学大学院医学系研究科疫学・予防医学分野
3）岐阜大学大学院医学系研究科産業衛生学分野

（2020年 8月 14日受付）

要旨：【目的】交替勤務者は，日勤で勤務する労働者と比べて，生活面，健康面で様々な影響が出
やすいことが指摘される．本研究では，某事業場において，交替勤務がもたらす心身の健康への
影響度を検証し，健康づくり対策への取り組み方を検討する基礎資料の作成を目的とした．
【対象】就労者 114名（男性 92名・女性 22名）を分析対象にした．
【方法】調査は，2016年 6月に行われた定期健康診断にて，生活習慣に関する問診を実施した．
また，同年 10月～11月にストレスチェックを実施した．生活習慣に関する問診は，自己記入式に
て，ストレスチェックは，WEBによる問診または自己記入式の問診票にて回答を得た．問診では，
基本属性として，年齢・性別・婚姻の有無・交替勤務の有無・職位・時間外労働時間（6カ月平
均）について尋ねた．また，「職業性ストレス簡易調査票」および「標準的な健診・保健指導プロ
グラム」に記載される「標準的な質問票」を用いた．交替勤務の有無別に，基本属性・職業性ス
トレス簡易調査・標準的な質問票による生活習慣について，Mann-Whitney検定および χ2検定を
行った．
【結果】交替勤務者は 43名，非交替勤務者は 71名であった．職業性ストレス簡易調査について，
交替勤務者は，「身体的負担度」「職場環境」「イライラ感」に関するストレス値が，有意に高かった．
生活習慣について，交替勤務者は，「就寝前の 2時間以内に夕食をとることが週に 3回以上」「朝食
を抜くことが週に 3回以上」に該当する者が，有意に多かった．
【結論】交替勤務者は，職業性ストレスが高く，生活習慣では，食生活が不規則であった．交替
勤務は，精神障害や生活習慣病を引き起こすなど，健康リスクを抱える職務形態である可能性が
あり，それらを踏まえた産業衛生管理の必要性が示唆された．

（日職災医誌，69：59─64，2021）
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I．はじめに

2015（平成 27）年 12月より，労働安全衛生法の改正を
受けて，常時使用する労働者数が 50人以上の事業者にス
トレスチェックの実施が義務化となった１）．ストレス
チェック制度は，自身のストレスへの気づきを促すとと
もに，職場環境改善につなげ，働きやすい職場環境づく
りをすることが目的である．一次予防の観点より，心身
両面から健康管理のアプローチが必要である．ストレス
となる要因は，各事業場の実情に応じて異なり，実態に
則した取り組みを行うことが求められる．交替勤務の労
働者は，日勤で勤務する労働者と比べて，生活面，健康

面で様々な影響が出やすい点が指摘されている．まず，
交替勤務者の睡眠の質の確保を目的とした対応の必要性
が示されている２）．交替勤務においては，昼夜逆転のある
不規則な就労形態が長期的に継続することになる．この
ため，深夜時間帯に就労することによる疲労の蓄積に加
え，日中の時間帯に睡眠を確保することによる，睡眠の
質の問題と疲労回復の困難さが相乗する．さらに，不規
則な就労形態に伴い，睡眠時刻や食事時刻など生活習慣
への影響も指摘されている３）４）．交代勤務が心身の健康に
及ぼす範囲は，睡眠，食事，運動など，生活習慣に広く
影響するため，それに適応した生活習慣の工夫を，労働
衛生教育を通じて実施する必要性が提言されている５）．某
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事業場では，交替勤務を有する職域が存在するため，ス
トレスチェックの結果を得て，当該労働者への心身への
影響を，実態として把握しておく必要がある．
本研究では，某事業場において，交替勤務者が抱える

ストレスや，健康問題に繋がる可能性のある生活習慣の
変化について検証し，職域として心身両面からの健康づ
くり対策への取り組み方を検討する，基礎資料の作成を
目的としている．

II．方 法

1．調査方法と研究対象
製造業（自動車関連部品の製造・販売）を展開する某

事業場に勤務する労働者 427名（内訳 男性 329名・女
性 98名）を研究対象とした．研究対象のうち，研究参加
への同意を得ることのできた者は 402名（内訳 男性
309名・女性 93名）であり，全員からストレスチェック
の回答を得た．そのうち，有効回答として，生活習慣に
関する自己記入式の問診票への回答，および時間外労働
時間（過去 6カ月）に回答を得られた 114名（平均年齢
38.7歳（標準偏差 7.8）），内訳（男性 92名（80.7％）（平均
年齢 37.5歳（標準偏差 11.0））・女性 22名（19.3％）（平均
年齢 37.6歳（標準偏差 11.0）））を，分析対象とした．調
査は，2016年 6月に行われた定期健康診断にて，生活習
慣に関する問診を実施した．また，同年 10月～11月にス
トレスチェックを実施した．生活習慣に関する問診は，
自己記入式にて，ストレスチェックは，WEBによる問診
または自己記入式の問診票にて回答を得た．
2．調査内容
基本属性として年齢・性別・婚姻の有無・交替勤務の

有無・職位・過去 6カ月の時間外労働時間について，
WEBまたは自己記入式にて尋ねた．交替勤務とは，変則
制の夜勤業務を有する労働者の職務形態である．交替勤
務者は，隔週にて日勤業務と夜勤業務を相互に担ってお
り，日勤業務では，①8時～17時 5分，②11時～20時 5
分，③14時～23時 5分，④5時 15分～14時 20分が拘束
時間であり，夜勤業務では，①17時～2時 5分，②19
時～4時 5分，③20時～5時 5分，④23時～8時 5分が拘
束時間である．休憩時間は，日勤業務も夜勤業務も 45
分/1回と 10分/2回である．生活習慣に関する問診には，
厚生労働省の「標準的な健診・保健指導プログラム」に
記載される「標準的な質問票」６）を用いた．ストレスチェッ
クには，「職業性ストレス簡易調査票」を用いた．職業性
ストレス簡易調査票は 4件法にて計 57項目からなり，ス
トレス要因（仕事の量的負担（3項目）・仕事の質的負担
（3項目）・身体的負担度（1項目）・職場での対人関係（3
項目）・職場環境（1項目）・仕事のコントロール度（3
項目）・技能の活用度（1項目）・仕事の適性度（1項目）・
働きがい（1項目）），ストレス反応（活気（3項目）・イ
ライラ感（3項目）・疲労感（3項目）・不安感（3項目）・

抑うつ感（6項目）・身体愁訴（11項目）），周囲のサポー
ト（上司のサポート（3項目）・同僚のサポート（3項目）・
家族友人のサポート（3項目）），満足度（仕事満足度（1
項目）・家庭満足度（1項目））の 4因子計 20尺度より構
成されている．ストレスチェック実施マニュアル７）による
高ストレス者の選定方法では，得点が高いほど，高スト
レス状態を意味する．
3．分析方法
職業性ストレス簡易調査票による調査結果について，

ストレスチェック実施マニュアル７）に示される判定基準
を用いて，高ストレス者を判定した．高ストレス者の判
定基準として，ストレス反応（29項目）の合計点数（ス
トレスが高い方を 4点，低い方を 1点とする）を算出し，
合計点数が 77点以上である者，もしくは，「ストレス要
因」（17項目）及び「周囲のサポート」（9項目）の合計点
数（ストレスが高い方を 4点，低い方を 1点とする）を
算出し，合計点数が 76点以上であって，かつ，「ストレ
ス反応」の合計点数が 63点以上である者を，高ストレス
者として判定する．高ストレス者の判定基準別に，属性
について，Mann-Whitney検定および χ2検定を行った．
さらに，交替勤務の有無別に，属性について，Mann-
Whitney検定および χ2検定を行った．そして，交替勤務
の有無別に，ストレス要因・ストレス反応・緩衝要因・
満足度について，Mann-Whitney検定を行った．また，交
替勤務の有無別に，生活習慣について，χ2検定を行った．
分析には SPSS ver24を用い，有意水準は 5％未満とし
た．
4．倫理的配慮
研究対象者に対しては，本研究への協力は個人の自由

意思によるものであり，同意しない場合は回答しなくて
よいこと，また同意しないことによる不利益は生じない
こと，調査結果が職場の人事的な判断材料に用いられる
ことはないこと，学術集会にて研究発表をすること，研
究発表の際は匿名性を保障することを文書で伝え，書面
にて同意を得た．同様に，研究対象者の所属施設からも
同意を得た．なお，調査は名古屋市立大学看護学部倫理
委員会の承認を得て実施した．（ID番号 10008-9）

III．結 果

分析対象者の概要を表 1に示した．基本属性として，
交替勤務者の割合は，分析対象者全体の 37.7％であっ
た．交替勤務の有無別の属性比較では，交替勤務者は，
非交替勤務者と比較し，男性に多く，管理職は少なく，
時間外労働時間は長かった．表 2にて，基本属性とスト
レス判定の関連を示した．高ストレス者として選定され
た者の割合は，全体の 18.4％であった．交替勤務者は，
非交替勤務者と比較し，高ストレス者と判定された者が
多かった．
表 3より，交替勤務と職業性ストレスとの関連では，
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表 1　分析対象者の基本属性

交替勤務者 非交替勤務者
p値

43 人 71 人

年齢 37.1±7.9 39.6±7.7 0.091

性別（人）
男性 41 51

＜0.01
女性  2 20

婚姻（人）
既婚 34 55

0.841
未婚  9 16

職位（人）
役職者 18 45

＜0.05
一般職 25 26

時間外労働（h）
（6カ月平均）  32.23±12.61  23.48±15.66 ＜0.01

Mann-Whitney 検定および χ2 検定

表 2　基本属性とストレス判定

項目
高ストレス者 非高ストレス者 全体

p値
21 人 93 人 114 人

年齢（歳） 37.2±7.5 39.0±7.9 38.7±7.8 0.358

性別（人）
男性 19 73 92

0.357
女性  2 20 22

婚姻（人）
既婚 16 73 89

0.777
未婚  5 20 25

交替勤務（人）
有 13 30 43

＜0.05
無  8 63 71

職位
役職者 10 53 63

0.474
一般職 11 40 51

時間外労働（h）
（6カ月平均）  29.11±13.47  26.25±15.51  26.78±15.14 0.437

Mann-Whitney 検定および χ2 検定

表 3　交替勤務者の属性および交替勤務の有無とストレスとの関係

交替勤務者（43 人） 非交替勤務者（71 人）
p値

平均値 標準偏差 中央値 平均値 標準偏差 中央値

ストレス要因

仕事の負担（量） 8.63 2.05 8.00 9.14 2.05 9.00 0.127
業務の負担（質） 7.95 1.86 8.00 8.59 1.83 9.00 ＜0.05
身体的負担度 2.74 0.85 3.00 2.23 0.93 2.00 ＜0.01

仕事のコントロール度 8.00 1.95 8.00 7.45 1.97 7.00 0.104
技能の活用度 2.21 0.77 2.00 2.25 0.69 2.00 0.641
職場の対人関係 7.26 1.79 7.00 6.7 1.43 7.00 0.136
職場環境 3.4 0.73 4.00 2.85 1.01 3.00 ＜0.01

仕事の適性度 2.51 0.94 2.00 2.17 0.76 2.00 0.051
働きがい 2.47 0.96 2.00 2.18 0.76 2.00 0.131

ストレス反応

活気 8.74 2.12 9.00 8.75 2.1 9.00 0.822
イライラ感 7.65 2.29 8.00 6.54 2.06 6.00 ＜0.01
疲労感 7.67 2.18 8.00 7.18 2.12 7.00 0.337
不安感 6.23 2.22 6.00 6.21 1.84 6.00 0.96
抑うつ感 11.53 4.26 12.00 10.96 3.39 11.00 0.554
身体愁訴 21.02 5.77 20.00 20.93 5.67 20.00 0.833

周囲のサポート
上司のサポート 8.09 2.29 9.00 7.61 2.23 8.00 0.327
同僚のサポート 7.44 2.21 8.00 7.04 2 7.00 0.225

家族，友人のサポート 5.09 2.29 4.00 5.35 2.24 5.00 0.554

満足度
仕事の満足度 2.51 0.88 2.00 2.44 0.77 2.00 0.589
家庭の満足度 1.88 0.79 2.00 1.83 0.77 2.00 0.748

Mann-Whitney 検定

交替勤務者は，非交替勤務者と比較し，ストレス要因で
は，「身体的負担度」「職場環境」に関するストレス値が高
かった．「仕事の負担（質）」に関するストレス値は低かっ
た．ストレス反応では，「イライラ感」に関するストレス
値が高かった．
表 4より，交替勤務と生活習慣の関連では，交替勤務

者は，非交替勤務者と比較し，「就寝前の 2時間以内に夕
食をとることが週に 3回以上」「朝食を抜くことが週に 3
回以上」に該当する者が多かった．

IV．考 察

分析対象者の集団において，18.4％が高ストレス者と
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表 4　交替勤務の有無と生活習慣の比較

項目
交代勤務者 非交代勤務者 全体

p値
43 人 71 人 114 人

現在，たばこを習慣的に吸っていますか？
はい 28 35 63

0.122
いいえ 15 36 51

20歳の時の体重から 10kg 以上増加していますか？
はい 20 38 58

0.563
いいえ 23 33 56

1 回 30分以上の軽く汗をかく運動を週 2回以上，1年
以上行っていますか？

はい 7 6 13
0.233

いいえ 36 65 101

日常生活において歩行または同等の身体活動を 1日 1
時間以上行っていますか？

はい 14 24 38
1.000

いいえ 29 47 76

ほぼ同じ年齢の同性と比較して歩く速度が速いです
か？

はい 9 25 34
0.14

いいえ 34 46 80

この 1年間で体重の増減が±3kg 以上ありましたか？
はい 16 32 48

0.44
いいえ 27 39 66

人と比較して食べる速度が速いですか？
速い 15 22 37

0.591ふつう 26 42 68
遅い 2 7 9

就寝前の 2時間以内に夕食をとることが週に 3回以上
ありますか？

はい 31 29 60
＜0.01

いいえ 12 42 54

夕食後に間食（3食以外の夜食）をとることが週に3回
以上ありますか？

はい 3 13 16
0.104

いいえ 40 58 98

朝食を抜くことが週に 3回以上ありますか？
はい 22 19 41

＜0.05
いいえ 21 52 73

お酒をどのくらい飲みますか？（頻度）
毎日 18 23 413

0.566時々 11 23 34
ほとんど飲まない 14 25 39

お酒を飲むときは，1回にどのくらい飲みますか？（量）

日本酒 1合未満（飲めない） 28 49 77

0.322
1 ～ 2 合未満 10 18 28
2 ～ 3 合未満 3 4 7
3 合以上 2 0 2

睡眠で休養が十分とれていますか？
はい 18 35 53

0.561
いいえ 25 36 61

χ2 検定

して選定された．厚生労働省では，調査集団の上位 10％
程度を高ストレス者として判定することを標準としてい
るため，選定割合は高く，対象集団はストレスの高い傾
向にあると考えられた．平均年齢は，30歳代を中心に
20～40歳代が多く，働き盛りの年齢層を中心としてい
た．対象施設において，事業を主導して進めているのは
主に男性であるため，性別では男性の比率が高いが，性
別と職業性ストレスとの関連性は示されていない．既婚
者の割合は，全体の 78.1％であり過半数を占める．人を
指揮する立場にある，中間管理職以上の職位の者が
55.3％であり，過半数を占めていた．既婚者は家庭での責
任が増し，管理職は職場での責任が増すと考えられたが，
婚姻・職位による職業性ストレスとの関連は示されな
かった．時間外労働は，全体にて一定の範囲で発生して
いるものの，職業性ストレスとの関連は示されなかった．
対象施設では，交替勤務を伴う事業を展開しており，労
働形態の特殊性として，夜勤業務を有する者の割合は全
体の 37.7％であった．対象施設では，「交替勤務」と職業

性ストレスとの関連が明確に示され，当該職種に対する
ストレス対策が課題と考えられた．
交替勤務を有する者は，男性に多く，役職を持たない

製造ラインで働く労働者に多い．深夜の労働を強いられ
る上に，時間外労働時間も長く，心身への負担が危惧さ
れる対象集団と考えられる．ストレス判定との関連要因
を，職種別に調べた大規模調査８）では，各職種に共通した
特徴として，職位が低いこと，および時間外労働の長さ
が，高ストレスと有意に関連していることを示唆してい
る．本件調査結果では，職位および時間外労働と高スト
レスとの関連は示されなかったものの，交替勤務者は非
交替勤務者と比較して，職位は低く，時間外労働時間は
長い特徴を有した．そのため，某事業場の交替勤務者が，
健康上のリスクを抱えていることを，考慮する必要があ
る．
交替勤務を有する労働者の職業性ストレスの特徴とし

て，製造ラインでの単調な定常作業が多く，研究・企画・
開発などの職種とは職務の性質が異なるため，業務の質
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的な負担は小さい．そして，製造ラインでは，職務の性
質上，身体をよく動かすこと，交替勤務に伴う不規則な
生活を強いられることによる，身体的負担度は大きい．
職場環境では，騒音，照明，温度，換気に関する物理的
環境についての内容を問診しているが，製造ラインでは，
それらのストレス値が高かったことから，作業環境管理
の観点より対応が必要である．これらのストレス要因が，
イライラ感というストレス反応を示す結果に至ると考え
る．交替勤務者は，睡眠時間が不規則になるため，非交
替勤務者と同一の睡眠時間であっても，概日リズムに悪
影響を受けやすく，疲労などの蓄積により，うつ病の発
症など精神的健康度を損ねるリスクを高めることが報告
されている９）．また，概日リズムが狂えば，各種の自律神
経症状を来たすことに繋がり１０）１１），各種の身体的愁訴も増
えることが予想される．
生活習慣では，交替勤務が食生活に与える悪影響が，

関連性として示された．夜勤業務を終えて，翌日午前の
帰宅後に朝食を摂取し，直後に就寝する労働者も存在す
る．深夜の休憩時間に飲食をするなど，不規則な食生活
を余儀なくされている労働者も多い．日勤業務の該当日
であっても，日頃の不規則な日常生活の中においては，
疲労が蓄積し，夕食を摂取した直後に入眠してしまう労
働者も存在すると考えられる．交替勤務者においては，
規則的な食事時間の設定そのものが困難となり，朝食の
定義そのものが揺らぐ事態も生じている．食事を摂取し
た直後に就寝することによる，健康への悪影響として，
内臓脂肪の蓄積が報告されている１２）．また，不規則な食事
の摂取は，肥満や脂質異常のリスクを高めるとの報告も
ある１３）．交替勤務者を対象とした調査では，食習慣の乱れ
に起因すると考えられる BMIへの影響や１４），脂肪肝との
関連などが示され１５），交替勤務と生活習慣病のリスクの
関連を踏まえた報告がある．食事・睡眠に関する生活習
慣の乱れは，抑うつ症状と関連するとの報告もあるた
め１６），心の健康を害するリスク要因として考慮しておく
必要がある．交替勤務は，睡眠による休息の確保が困難
となり，うつ病の発症リスクを高めるなど精神的な側面
からの注意が必要とされるが，併わせて，生活習慣病対
策など，身体的側面からの支援も必要な状況と考える．
ストレスチェックの結果，高ストレス者として選定され，
面接指導が必要と判断された場合などでは，労働者の職
業上の位置づけを加味し，定期健康診断の結果や生活習
慣に関する問診結果なども踏まえながら，心身両面から
の健康支援を総合的に進める必要がある．某事業場では，
事業の運用上，生産効率の観点より，限られた労働者に
て，製造ラインを 24時間に渡り稼働させることが求めら
れており，交替勤務という職務形態は避けて通れない．
夜勤業務を伴う交替勤者は，一般的な生活サイクルでは
ないため，不規則な生活が余儀なくされる．こうした職
務の特殊性の中で，生活習慣にも気を配ることができる

よう，必要な情報発信や健康管理の支援を進めていく必
要がある．
本調査は，生活習慣に関する問診および時間外労働時

間について，照合可能なデータが限定されたため，研究
対象に占める有効回答率が 26.7％と低かった．照合可能
なサンプル数が増えれば，交替勤務が与える影響につい
ての実態の詳細が明らかとなり，信憑性も高まると考え
る．製造業を展開する一企業の定点的な調査結果として
検証した．

V．結 論

某事業場において，交替勤務者は，職業性ストレスが
高く，生活習慣では，食生活が不規則であった．交替勤
務が，うつ病などの精神障害や生活習慣病を引き起こす
など，健康リスクを抱える職務形態である可能性がある．
それらを踏まえた，産業衛生管理の対応を検討する必要
性が示唆された．
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Objectives: It has been reported that shift work is more likely than non-shift work to have various impacts
related to lifestyle and health. The objectives of this study were to investigate the impact of shift work at a sin-
gle work site on workers’ physical and mental health, and to obtain basic data as a reference for developing
health promotion measures for workers in the future.
Participants: The study involved 114 workers (92 men and 22 women).
Methods: Participants were asked to complete a self-administered questionnaire on lifestyle at a routine

health checkup in June 2016 and an online or paper-based stress-check questionnaire between October 2016
and November 2016. Questions about the following basic attributes were included: age, sex, marital status, shift
work status, job title, and average overtime hours in the past six months. In addition, the Brief Job Stress Ques-
tionnaire and the Standard Questionnaire used in the Program for Standard Health Checkups and Standard
Health Guidance were administered. The Mann-Whitney U test and Chi-square test were used to compare ba-
sic attributes, job stress, and lifestyle characteristics revealed by the above questionnaires between shift work-
ers and non-shift workers.
Results: The number of shift workers was 43, and the number of non-shift workers was 71. Stress levels

were significantly higher in the shift workers than in the non-shift workers for the following items of the Brief
Job Stress Questionnaire: “physical strain,” “work environment,” and “frustration”. In terms of lifestyle charac-
teristics, significantly more shift workers than non-shift workers reported “having dinner within two hours be-
fore going to bed more than three times a week” and “skipping breakfast more than three times a week”.
Conclusion: Shift workers had high levels of job stress and irregular lifestyles (i.e., dietary habits). It is pos-

sible that shift work is associated with health risks, such as those for mental disturbance and lifestyle diseases,
suggesting that occupational health management is needed to address these aspects.

(JJOMT, 69: 59―64, 2021)
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